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【手続補正書】
【提出日】平成25年6月11日(2013.6.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板の側辺部に電子部品を実装する実装装置であって、
　上記電子部品を保持する保持ヘッドと、
　上記保持ヘッドに保持された上記電子部品を清掃する清掃手段と、
　上記電子部品に粘着テープを貼着する貼着装置と、
　上記貼着装置で粘着テープが貼着される前に上記電子部品を押圧して上記保持ヘッドに
対して上記電子部品を位置決めする位置決め手段と、
　上記貼着装置で粘着テープが貼着された上記電子部品を上記基板に実装する実装手段と
　を具備したことを特徴とする電子部品の実装装置。
【請求項２】
　上記位置決め手段は、上記保持ヘッドに保持された上記電子部品が上記清掃手段によっ
て、清掃される前と清掃された後のうちの両方或いは一方において、上記電子部品を押圧
して上記保持ヘッドに対して上記電子部品を位置決めすることを特徴とする請求項１記載
の電子部品の実装装置。
【請求項３】
　上記清掃手段は、
　上下方向に駆動される上下可動体と、
　この上下可動体によって上昇駆動されたときに上記保持ヘッドに保持された上記電子部
品に接触してこの電子部品を清掃する清掃部材と
　によって構成されていることを特徴とする請求項１乃至２記載の電子部品の実装装置。
【請求項４】
　上記位置決め手段の押圧する方向は、上記記清掃部材が上記電子部品の下面に接触した
時に、上記電子部品に作用する摩擦力の方向の逆方向であることを特徴とする請求項３記
載の電子部品の実装装置。
【請求項５】
　基板の側辺部に電子部品を実装する実装方法であって、
　保持ヘッドに上記電子部品を保持する工程と、
　上記保持ヘッドに保持された上記電子部品を清掃する工程と、
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　上記電子部品に粘着テープを貼着する工程と、
　上記電子部品に粘着テープを貼着する工程の前に上記保持ヘッドに保持された上記電子
部品を押圧してこの電子部品を上記保持ヘッドに対して位置決めする工程と、
　粘着テープが貼着された上記電子部品を上記基板に実装する工程と
　を具備したことを特徴とする電子部品の実装方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　この発明は、基板の側辺部に電子部品を実装する実装装置であって、
　上記電子部品を保持する保持ヘッドと、
　上記保持ヘッドに保持された上記電子部品を清掃する清掃手段と、
　上記電子部品に粘着テープを貼着する貼着装置と、
　上記貼着装置で粘着テープが貼着される前に上記電子部品を押圧して上記保持ヘッドに
対して上記電子部品を位置決めする位置決め手段と
　上記貼着装置で粘着テープが貼着された上記電子部品を上記基板に実装する実装手段と
　を具備したことを特徴とする電子部品の実装装置にある。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　この発明は、基板の側辺部に電子部品を実装する実装方法であって、
　保持ヘッドに上記電子部品を保持する工程と、
　上記保持ヘッドに保持された上記電子部品を清掃する工程と、
　上記電子部品に粘着テープを貼着する工程と、
　上記電子部品に粘着テープを貼着する工程の前に上記保持ヘッドに保持された上記電子
部品を押圧してこの電子部品を上記保持ヘッドに対して位置決めする工程と、
　粘着テープが貼着された上記電子部品を上記基板に実装する工程と
　を具備したことを特徴とする電子部品の実装方法にある。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　上記第１、第２の打ち抜き装置５Ａ，５Ｂは、図２に示すように下面にポンチ１１ａが
設けられた上金型１１と、上記ポンチ１１ａが入り込む貫通孔１２ａが上下方向に形成さ
れた下金型１２を備えている。上記上金型１１は駆動源１３によって矢印で示す上下方向
に駆動されるようになっている。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　なお、供給リール１４にはキヤリアテープ３を保護する保護テープ１７がキヤリアテー
プ３と重ねて巻装されている。上記供給リール１４からキヤリアテープ３とともに繰り出
された保護テープ１７はキヤリアテープ３と分離され、上記打ち抜き装置５Ａ，５Ｂによ
ってＴＣＰ４が打抜かれたキヤリアテープ３と一緒に上記巻き取りリール１６に巻き取ら
れるようになっている。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　上記強圧部１９ａ，４５ｂの長さ寸法は、所定長さに分離された上記粘着テープ３２の
約４分の１程度或いはそれよりも短く設定され、高さは粘着テープ３２の厚さの約半分で
、たとえば１０～１５μｍ程度に設定されている。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０５】
　すなわち、図９（ａ）に示すように、ＴＣＰ４を上記回転ブラシ９７によって清掃する
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前に、回転ブラシ９７がＴＣＰ４に接触せずに、押圧部材１０９が保持ヘッド１９に保持
されたＴＣＰ４と対応する高さになるよう上記リニアモータ９４によって上下可動体９３
を下降位置から第１の高さ位置Ｈ１まで上昇させる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０６】
　上下可動体９３を第１の高さ位置Ｈ１まで上昇させたならば、図９（ｂ）に示すように
シリンダ１０７を作動させて押圧部材１０９を前進させる。それによって、押圧部材１０
９は保持ヘッド１９に保持されたＴＣＰ４の端面を押圧するから、ＴＣＰ４は端面が保持
ヘッド１９の端面に対して図９（ａ）にδで示すようにずれていても、これら両者の端面
が一致するよう、ＴＣＰ４が保持ヘッド１９に対して位置決めされる。つまり、保持ヘッ
ド１９はＴＣＰ４を吸着保持しているから、押圧部材１０９によって押圧することでＴＣ
Ｐ４を保持ヘッド１９に対して位置決めすることが可能である。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０７】
　ＴＣＰ４を清掃前に位置決めしたならば、図９（ｃ）に示すように上記押圧部材１０９
を後退させた後、上記上下可動体９３を第１の高さ位置Ｈ１からさらに上昇させて、上記
回転ブラシ９７の径方向の上端側が保持ヘッド１９に保持されたＴＣＰ４の下面に接触す
る高さ、つまり第２の高さ位置Ｈ２まで上昇させる。このとき、シリンダ１０７も回転ブ
ラシ９７と一緒に上昇する。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３６】
　したがって、上記給液部材１２２は、上記ウエイトローラ１２９の重量によってテンシ
ョンが付与されるから、弛みが生じることなく走行するようになっている。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３７】
　上記給液部材１２２の走行方向は図１２に矢印で示すように上記保持ヘッド１９に保持
されたＴＣＰ４の幅方向と交差する方向であって、しかも走行する給液部材１２２との接
触抵抗によってＴＣＰ４に生じさせる力の方向が図１２に矢印で示すようにＴＣＰ４を上
記保持ヘッド１９の先端方向へ移動させる方向に作用する。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０１４０】
　ＴＣＰ４が位置決めされたならば、リニアモータ９４によって清掃ローラ１２１が同図
に鎖線で示す上昇位置に駆動される。それによって、上記清掃ローラ１２１は給液部材１
２２を図１２に鎖線で示すように変形させながら上昇し、この給液部材１２２を上記ＴＣ
Ｐ４の下面に圧接させる。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１１】
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